
済生会長崎病院 薬剤部紹介 

💊病院紹介 1938年に設立された、急性期医療を担う地域医療支援病院・災害拠点病院 

病床数：205床(全個室) 

診療科： 救急センター・総合内科・内科・呼吸器内科・ 

循環器内科・消化器内科・腎臓内科・人工透析科・ 

内分泌糖尿病内科・小児科・外科・消化器外科・ 

脳神経外科・整形外科・産婦人科・耳鼻咽喉科・ 

頭頸部外科・泌尿器科・放射線科・麻酔科・皮膚科・ 

リハビリテーション科・リウマチ科（2024.11開設） 

 

各階：4階 小児科・産婦人科・腎臓内科 

5階 消化器内科・外科・脳神経外科・ 耳鼻咽喉科頭頸部外科 

6階 呼吸器内科・循環器内科                

7 階 地域包括ケア病棟 

8階 整形外科・総合内科・内分泌糖尿病内科 

 

💊薬剤部紹介(診療科棟 3階にあります) 

薬剤部は、薬剤師としての専門的知識を活かしチーム医

療に貢献することにより、患者さんの薬物治療の向上に寄

与することを目的としています。 

病気の治療に欠かすことのできない「薬」を安全かつ効

果的に使用するために、「調剤」「服薬指導」「医薬品の保

管・管理」「抗がん剤の無菌調整」「医薬品情報の収集と

提供」等の業務を行っています。臨床現場でのオールラウ

ンダーな薬剤師を目指すのに最適な職場です。 

〖スタッフ〗 

薬剤師：１４名(うち非常勤 1名)   

補助員：1名 



〖主な業務内容〗 

●調剤(内服・注射)業務 

 

注射薬の調剤は患者さん毎、1 施用毎にセットして払い出してい

ます。 

 

 

 

 

●薬剤管理指導業務 

各病棟に３名の薬剤師を配置しています。入院時には、持参薬・自宅での服薬状況、副作用・アレルギー

歴等の確認を行っています。入院中に使用する薬については、薬剤情報提供書を用いて薬効、用法用量、

副作用等について説明し、服薬状況の確認や副作用症状の発現等を確認しています。患者さんから得られ

た情報は、病棟カンファレンスで医師・看護師等の医療スタッフと共有し、より良い医療が提供できるように

努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院では入院・外来患者さんの薬を調剤しています。電子カルテ

によるオーダリングシステムを導入しており、発行された処方箋・薬

袋をもとに「飲み合わせ」「投与量」「飲み方」等をチェックし、調剤

を行っています。また、必要に応じて錠剤の粉砕や自動錠剤分包機

を活用し患者さんが自己管理しやすいように一包化も行っていま

す。調剤室内は似通った名前や規格の異なる薬剤の配置場所を離

すなど調剤過誤を起こさないような環境づくりを行っています。  



●医薬品情報(ＤＩ)業務 

様々な医薬品情報の収集・管理、DI ニュースの発行をしています。また、収集した情報は整理し、院内ネ

ットワークを利用して医療スタッフへ情報提供しています。 

 

              

 

 
 

 

●医薬品の保管・管理業務 

院内において、医薬品の購入と保管、病棟・外来・手術室への医薬品供給を行っています。手術室で使

用した薬剤は、早出勤務の薬剤師が補充をしています。また、外来・病棟・手術室に配置している救急カー

ト内の医薬品の使用期限のチェックも定期的に行っています。 

品質管理や使用期限管理、帳簿管理を行うことで向精神薬や毒薬・劇薬、血液製剤など様々な法的規

制を受けている薬品を適正に管理しています。特定生物由来製品については、患者さんのお名前、ご住所、

医薬品の名前、製造番号、投与量を 20年間に亘って管理しています。 

 

 

 

 

 

●抗がん剤調製業務 

抗がん剤の処方は「投与量」「投与速度」「投与期間」等

について抗がん剤プロトコールシステムで適正に使用される

よう管理されており、レジメン管理は薬剤師が行っています。

抗がん剤の調製は、安全キャビネットの中で安全かつ衛生的

に行われます。 

 



●がん化学療法における薬剤師面談 

  当院では入院・外来で抗がん剤による化学療法を行っており、薬剤師による面談を行っています。主に

患者さんから聞き取った副作用の発現状況に基づいた情報について医師への処方提案を行っています。

患者さんから聞き取った副作用の情報は、「がん薬物情報提供」に記載してかかりつけの院外調剤薬局へ

も提供しています。 

 

●製剤業務 

市販されていない製剤を院内製剤として調製し払い出しを行っています。 

 

●薬物治療モニタリング(TDM)業務 

 当院ではTDMを行うことが推奨されているバンコマイシン注に関して、シミュレーションソフトを用いて

初期投与設計、採血後の血中濃度解析を行い、その内容をもとに医師へ投与量の提案を行っています。 

 

●麻薬管理業務 

医療用麻薬の納品、調剤、廃棄等を行っています。麻薬管理者により購入や、使用方法、使用量をはじめ、

使用後の残薬と空のアンプルの確認を行うなど、医療用麻薬を厳重に保管・管理し、適正に施用されるよ

うに厳密な管理を行っています。 

 

●入退院支援センター業務 

 入院後に手術やヨード系造影剤の使用予定がある患者さんを対象に、入院前の外来で現在服用してい

る薬の確認を行い、休薬すべき薬剤と休薬期間の情報を提供しています。 

  



●その他 

【院外処方の疑義照会】 

 調剤薬局から院外処方に関する問い合わせは薬剤部が窓口となり、各外来へ問い合わせを行います。調

剤薬局との疑義の記録は記録用紙へ記入しています。 

 

【糖尿病教室】 

  糖尿病教室では、医師、看護師、薬剤師、栄養士など多くの

職種が関わり、患者さんへの指導・教育を行っています。薬剤

師は薬の効き方や服用する上での注意事項、インスリン製剤

の管理方法、低血糖やシックデイの対処法の指導を行ってい

ます。 

 

【学生実習】 

 薬剤部学生の長期実務実習を受け入れています。３名の認定実務実習指導薬剤師を中心にモデルコア

カリキュラムに沿った実習に加え、臨床現場での薬剤師の職能、職務を実感できるよう薬剤部全員で実務

実習をサポートしています。 

 

【委員会活動】 

薬事審議委員会、医薬品安全管理委員会、医療安全管理委員会、院内感染対策委員会、NST 委員会、

輸血委員会、クリニカルパス委員会、化学療法委員会、情報システム委員会、褥瘡委員会等の様々な委員

会に参加しています。 

 

【周術期管理】 

  薬剤師は術前、術中、術後といった周術期において医師、看護師等の多職種と連携しており、主に患者

の服用中の薬剤、術前中止薬の確認、術中・術後における薬剤の投与量の確認等を行っています。 

 

〖教育・研修〗 

・院内研修 

全職員を対象に院内感染対策や医療安全、地域包括ケアの症例報告会など様々なテーマで研修を実

施しています。また、薬剤部内では定期的に新薬や新規採用薬の勉強会を開催しています。 

 

・院外研修 

長崎県病院薬剤師会、製薬会社、全国済生会グループが主催している様々な研修会に参加することが

できます。 

 



💊新人教育 

病院薬剤師として幅広い業務が学べるようスケジュールに沿って教育を実施しています。個人チェックシ

ートに基づきながら、個人の成長レベルに合わせて開始時期や習得目標期間の調整を行います。 

 新人薬剤師(プリセプティー)に先輩薬剤師(プリセプター)がつき一定期間マンツーマンで指導・教育して

いくプリセプター制度も導入し、新人薬剤師が安心して働くことができる環境づくりを心がけています。 

 

《1年目のスケジュール(多少前後することもあります)》 

 

 

  

４月・5月

•新人研修

•内服・注射調剤

6月

•早出開始

•抗がん剤調製

開始

•内服・注射調

剤監査

７月

•土曜日注射当

番開始

８月

•夜勤開始

•日直開始

９月

•病棟業務開始



 

💊当院職員(長崎国際大学卒業生)よりひと言 

ぜひ見学に来てください！ 

学生時代に調剤薬局と病院どちらに就職するかとても悩んだ

時期がありましたが、臨床の現場で薬剤が使用されること、

他職種と連携することで幅広い知識が得られる点が決め手と

なり病院薬剤師を選択しました。また日々の業務や薬に関し

てわからないところもあれば、先輩方に気軽に聞ける点も魅

力的に感じています。まだまだ経験不足ですが、日々の業務

で吸収できることは吸収してアウトプットできる薬剤師を目指

していきたいと思います。 

 K.Y.（R３年度入職） 

大学で勉強した知識をもっと深めたく、病院への就職を

決めました。現場で使われる薬の中には知らない薬も多

く、また様々な薬の活用方法があります。そのため、日々

学ぶことも多く大変ですが先輩方に助けていただいてい

ます。経験を重ねながら今後携わる患者さんに活かせる

よう励んでいきたいと思います。 

 A.I.（R２年度入職） 


